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_ Ĵ サマ3 ペ

9



的
が
、
十
分
に
反
映
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
た
。

ま
だ
日
本
で
は
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

人
が
驚
か
さ
れ
る
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
日
本
の
青
年
た
ち
が
、

っ

た

「
検
証
」
の
史
実
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領
の
歴
史
は
、

た
と
え
ば
、
日
本
で
の
滞
在
経
験
を
も
つ
シ
ン
ガ
ポ|

ル

誰
ひ
と
り
と
し
て
、
日
本
軍
が
シ
ン
ガ
ポ|

ル
で
お
こ
な

一
部
の
人
に
い
た
っ
て
は
、
こ
の
事
件
の
存
在
さ
え
信
じ

な
い
と
い
う
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の
教
科
書
や
マ
ス
コ
ミ
の
な
か
で
、
こ
の
歴

史
に
つ
い
て
は
、
記
述
さ
れ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
も
し
こ
の
一
部
訳
だ
け
で
も
、
日
本
の
読
者
が
こ
の
時
期
の
歴
史
を
学
び
、
さ
ら
に
は
こ
の
時
期
の
歴

史
に
た
い
す
る
シ
ン
ガ
ポ|

ル
人
の
心
情
と
認
識
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
な
ん
ら
か
の
貢
献
を
す
る
で
あ
ろ
う
し
、

日
本
版
と
し
て
出
版
さ
れ
る
意
義
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
な
か
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
編
者
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
の
歴
史
の

背
景
と
全^

を
、
正
し
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
か
た
か
た
に
は
、
や
は
り
同
時
に
原
著
を
ひ
も
と
き
、
そ
の
全
容
を
つ
か

2

む
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

最
緩
に
指
擒
し
た
い
こ
と
は
、
本
書
出
版
の
目
的
は
、
決
し
て
古
傷
を
あ
ば
き
、
互
い
に
反
感
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
両
国
人
民
が
、
こ
の
時
代
の
藤
史
の
全
較
と
真
実
を
、
よ
り
深
く
認
識
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
相
手
の
応
情
を
相
互
に
理
解
す
る
と
い
う
基
礎
を
築
き
、
そ
の
う
え
に
、
双
方
の
友
好
関

係
を
一
融
発
展
さ
せ
、
平
和
で
安
定
し
た
日
国
関
係
を
街
立
し
た
い
か
ら
で
あ
る

原
著
の
ま
え
が
き
で
も
述.

へ
た
こ
と
だ
が
、
「
前
事
不
忘
、
後
事
之
師(

前
の
こ
と
は
忘
れ
ず
、
後
の
こ
と
の
戒
め
と
す

る
こ
と
い
う
こ
と
が
、
や
は
り
本
書
出
版
の
目
的
な
の
で
あ
る
。

本
書
が
日
本
で
順
調
に
ほ
ん
訳
出
版
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
シ
ン
ガ
ポ|
ル
の
文
史
出
版
社
を
代
表
し
て
、
訳

者
の
田
中
宏
教
授
、
福
永
平
和
氏
お
よ
び
編
集
者
の
桜
井
香
氏
に
謝
意
を
表
し
た

一
九
八
六
年
六
月
二
三
日

^

史

君)

日 本 の 読 者 の み な さ ん へ



一

本
書
は
、
原
出
版
人-

故
荘
恵
泉
上
校
、
原

主

編-

故
許
雲
惟
教
授
、
編

修-

蔡

史

君

『新
馬
華
人

抗

日

史

料
-

九
三
七
〜
一
九
四
五^

0
^

0
^

0

三
与5

6
^

8
k

1
0

ミ2
0

ズ1
^

19
37 11

945
1

^
a

a
&

9 )
8 ：

ミ0
5

ミe

エ4

え

」(

文
史
出
版
、

一
九
八
四
年
、

シ
ン
ガ
ポ|

ル)

の
第
四
章
の㈠

新
加

城

(

四
二
九|

四
九
七
頁)

お
よ
び
第
六
章
所
収
の
得
修
者
・
蔡
史
君
氏
の
論
文
「
日
軍
検
証
大
屠
殺

人
数
之
商
権
」(

八
六
八
〜
八
七
一
頁)

を
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
読
者
の
便
宜
を
考
慮
し

て
新
た
に
四
章
だ
て
に
し
、
配
列
順
序
も
入
れ
替
え
た
。
ま
た
、
「
馬
来
亜
民
衆
応
与
皇
軍
協
力
新
秩
序

丄

日

本

や

司

令

官

小

明

」「
抗
日
運
動
之
罪
首
被
論
決
——

昭
南
警
備
司
令
官
関
於
維
持
本
島
治
安

之
声
明
」
「
昭
南
警
備
司
令
官
两
明
」
「
彼
一
挿
百I

昭
南
日
報
社
治
」
「
昭
南
時
代
教
育
方
針
」
「
発

刊
詞
——

昭
南
日
報
一
の
六
つ
の
文*
は
、
そ
の
性
格
か
ら
、

ケ
イ
囲
み
と
し
て
各
所
に
挿
入
し
た
ほ

か
、
ホ

, , "

の
一
郎(

「
寓
来*

沿
隔
期
中
的^
督
教
」
お
よ
び
「
光
佳
陸
離
之
政
治
」
中

の

「
提
体
諸
博
」)

に
出
堂
し
た
・

本

文

中

二

〕
内
に
釈
者
注
で
あ
る
・
本
文
と
直
掩
関
係
の
な
い
釈
存
に
よ
る
注
ほ
、

..

、

.. 1

，

・2

の
記
号
を
付
し
て
、
各
文*

来
に
一
括
し
て
掲
げ
た
・

-

本
文
中
の
地
名
は
原
則
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
—

ル
で
の
発
音
に
も
と
づ
い
て
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
た
。

た
だ
し
、

ロ1

ド
は
一
路
」
に
・

ス
ト
リ
—
ト

は

「
街
」

に
統
一
し
た
・

-

本
文
中
の
写
真
ほ
原
著
か
ら
転
載
し
た
。
原
著
以
外
か
ら
収
録
し
た
写
点
・
地
図
な
ど
に
は
、
そ
の

出
所
を
明
示
し
た
。

目

次

日
本
の
読
者
の
み
な
さ
ん
へ

凡

例

第

一

章

「
検

証

」I

華

人

虐

殺

事

件

1

日
本
軍

進
駐
後
の
シ
ン
ガ
ポ|

ル

。

馬
来
民
衆
は
、
皇
軍
と
と
も
に
新
秩
序
に
協
力
す.

へ

し

一

^

日
本
軍
司
令
官
声
明.

.
.
.
.
.
.

2

日
本
軍
の
入
城
、

そ
し
て
検
証
の
記
録

^

抗
日
運
動
の
首
魁
は
銃
殺
さ
れ
た1

昭
南
警
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司
令
官
ノ

本
島
ノ
治
安
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト
ニ
関
ス
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声
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3

検
証
の
回
想

5 4

泰

史

君

9 4

シ
ン
ガ
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ル
各
地
の
検
証
経
過

3 2

目

ア
ッ
パ
—

・
セ
ラ
ン
グ
—

ン
路6

マ
イ
ル
で
の
検
証

3 6
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本
書

に
よ

せ
て

——
訳

者
あ

と
が

き

「検証」の光 景 .検 問 のゲートの脇に日本兵が立ち， 

多くの華人が待たされている（I 962年 3 月7 日付華 

字 紙 1'経済時報」 より）.

第
一

章
「検

証
」I

華
人

虐
殺

事
件

田 ： ： ： ： ： ：

中

宏
319 302 294 293 291 258 253
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